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ないかとの懸念についても、現状をみると、海外市場に打って出て成功して
いる中国企業を複数の業界で見ることができるようになっている。いわゆる
Emerging Giants の出現である。

さて、今号では「WTO 加盟を契機に変わるロシア市場」を特集テーマとして
取り上げた。

ロシアを除く BRICS など主要国は 2000 年代前半にはすでに WTO 加盟済み
であり、2011 年 12 月のロシアの WTO 加盟承認は、「残された大国」ロシアの
加盟による自由経済圏の拡大の新たなきっかけとみることができる。WTO 加盟
は、外国企業にとって、ロシア市場への輸出・投資機会の拡大を意味し、ロシ
ア政府にとっても、経済・産業構造を転換し、資源依存から脱却するための機
会となると捉えることができよう。ロシアにおける国際的な貿易・投資ルール
の受け入れが、国内産業育成のための環境整備につながると期待されている。

2002 年 10 月私は、日立ヨーロッパの社長としてモスクワを訪問したが、当時
ビジネス環境は、さまざまな難しさがあった。ビジネス環境の改善は進んでい
るが、まだまだ課題も多い。しかし、課題解決にしっかりと取り組まなければ、
地理的に優位な欧州企業やグローバルな米国や韓国企業との競争に勝てない。

そのような取り組みを検討する上で、宮本前中国大使をゲストとしてお招き
した今号の「対論」は、貴重な示唆に富んだものとなっている。例えば、
「中国の方々の考え方や気持ちをいかに理解できるかが非常に大事です。彼ら

に心を開き、先入観を持たずに、どうしてそのような反応や行動をとるのか、
一生懸命に考える癖をつけて、相手を理解しようと努力しました」

という日頃の心がけに関するご発言や
「リスクには想定できないリスクと、努力すれば想定できるリスクの 2 種類が

あります。チャイナリスクにしても、われわれが中国を綿密に観察し、正確に
対応すれば、それはリスクではなくなってきます。観察がより正確になるほど、
リスクは減るのです」

というチャイナリスクに関するご意見などである。

今号の特集が、ロシアの正確な観察に努め、今後の動向に注目していく上で
一助となれば幸いである。
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